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企業における売上高の将来予測がコスト増減の意思決定に大きく寄与することは,売上高変動率とコスト変動率に

正の相関があることから明確である。しかしながら,企業の戦略として,売上高減少時にコストを削減せず,人的資源

等を企業内に保有する場合がある。これをコストの下方硬直性と呼ぶ[1]。先行研究では,経営者の長期的視野によ

る運営や経営者と株主の利害関係に基づいた研究がある[2]。本研究では，売上高，販売管理費，連結従業員数及び

単体従業員数などの変動率に基づき,コスト下方硬直性があった企業において,どのセグメントに資源の保有がある

かを明確にする。図１では，前々年の連結売上高が減少した企業の分布を示しているが，単体従業員変動率と連結

従業員変動率は売上高変動率との相関がないことが分かる。 
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図１ 前々年の連結売上高が減少した企業の分布 

ところで，様々な企業属性によってセグメントされた企業群の時間軸上の変化をミクロレベルで追跡するための

一手法としてミクロシミュレーションモデルを構築することが考えられる。諸外国では，政策分析を指向したミク

ロシミュレーションモデルが，政府機関や学術研究機関で開発・利用されてきたが，企業を対象としたミクロシミ

ュレーションモデルについては，スウェーデンが開発したMOSES等，非常に少ないのが現状である[3][4]。本研究

は，企業データを用いたミクロシミュレーションモデル分析を行うための予備的な研究として，EDINETデータを用

いて，企業情報を活用した企業及び労働経済に関わるモデル化のための層化を試みる。なお，詳細な分析結果につ

いては，報告当日に発表する。 
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